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⚫ 米国ではコロナ危機で一時配当や自社株買いが低迷していたものの、経済の正常化に伴い米国企業の株主還元が活性化しています。自社株買い、配当ともにコロ
ナ前の2019年を上回り増加傾向にあります。

⚫ 実際、各ETFのフローを見るとグロース株ETFはマーケットの状況によって資金流出超になる場面もありますが、配当に着目した米国配当株ETFは2020年後半以降、
流入が続いています。市場の不透明感が高まる中、相場の乱高下の影響を回避するため、安定的な配当を志向する企業への投資が選好されている模様です。

米国株式市場の中で配当への注目高まる
2022年6月27日

次号は
バリュエーションと企業利益から
見る米国高配当株をご紹介

米国企業は株主還元を活性化、配当に着目した米国株ETFへの資金流入拡大

米国企業の株主還元（自社株買い/配当）はコロナ前の水準を上回り活性化。
米国株式市場の中でも配当に着目した銘柄への資金フローが増加傾向。

米国企業の配当・自社株買い実施額の推移

（出所）ファクトセット （期間）2018年1-3月～2022年1-3月期
※対象はS&P500指数採用銘柄

各米国株ETFへの資金フロー

（出所）ブルームバーグ（期間）2020年1月～2022年5月

【テーマ・レポート：今、米国高配当資産について知りたいこと】

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2018 2019 2020 2021 2022

配当（左軸）

自社株買い（左軸）

（年）

（億米ドル）
米国企業の

株主還元が活性化

-150

-100

-50

0

50

100

150

200

2020年1月 2021年1月 2022年1月

（億米ドル）

資金流入

資金流出

米国配当株ETF資金フロー

米国グロース株ETF資金フロー


